
転倒防止
器具

板などを
差し込む

給水専用

プ
ロ
パ
ン

プ
ロ
パ
ン

❶水平避難

❷
垂
直
避
難

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

携帯ラジオ
懐中電灯・ヘッドライト
予備の乾電池
携帯電話の充電器・バッテリー
栄養補助食品
アメ・チョコレート
飲料水

□
□
□

マイナンバーカード・保険証
預金通帳
身分証明書（免許証等）

□
□
□

印鑑
おくすり手帳
家族の写真

□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

食品
 （レトルト食品、アルファ米、缶詰等）
野菜ジュース
飲料水（一人1日3リットル程度）
給水用ポリタンク
ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
紙皿・紙コップ・割り箸
ビニール袋
カセットコンロ・ボンベ
ラップフィルム
水のいらないシャンプー
工具セット
簡易トイレ

救急用品（ばんそうこう、包帯、常備薬など）
持病の薬と医療器具
マスク・体温計・アルコール消毒液
現金（公衆電話用の10円玉を含む）
防災用ホイッスル
防犯ブザー
軍手

ライター・マッチ
使い捨てカイロ・うちわ
缶切り・ナイフ
レジャーシート
ヘルメット（頭を守るもの）
上履き・靴入用のビニール袋
毛布

筆記用具（油性マジックを含む）
洗面用品（タオル、歯磨き用品）
下着・靴下
長袖・長ズボン
防寒着・雨具
アイマスク・耳栓

1～2
日目

3～7
日目

カセットコンロ・ボンベ

缶詰

乾麺  　
（ラーメン・パスタ等） フリーズドライ食品

（スープ等）

乾物
漬物

家庭菜園

自らの生命は
自らが守る
自らの生命は
自らが守る

自助

自分たちのまちは
自分たちで守る
自分たちのまちは
自分たちで守る

共助
行政機関等が守る行政機関等が守る

公助

「やや強い雨」 「強い雨」 「激しい雨」 「非常に激しい雨」 「猛烈な雨」

「やや強い風」 「強い風」 「非常に強い風」 「猛烈な風」

大雨注意報・洪水注意報等大雨注意報・洪水注意報等

大

小

危
険
度

5 緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

早期注意情報早期注意情報

4
危険な場所から
全員避難

命の危険
直ちに安全確保！

3
危険な場所から
高齢者等は避難

2

1

連携

※土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

※各種の情報は、警戒レベル1～5の順番で発表や発令がされるとは限りません。
状況が急変することもあります。プッシュ型・プル型の情報提供(気象庁：防災気象情報の伝達より)

※プッシュ型とは発信される情報、プル型とは自ら取得する情報のことです

（注）過去の災害事例に照らして、指数（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数）、積雪量、台風の中心気圧、最大風速などに関する客観的な指標を設け、これらの実況および予想に基づいて発表
を判断します。

特に警戒すべき事項を標題に明示して「大雨特別警報（土砂災害）」、「大雨特別警報（浸水害）」又は「大雨特別警報（土砂災害、浸水害）」のように発表します。

※必ず発令される
情報ではありません

国
土
交
通
省・気
象
庁・都
道
府
県
が
発
表

一部内閣府広報誌から引用
一部国土交通省ホームページから引用
一部気象庁ホームページから引用
一部千葉県ホームページから引用一部気象庁ホームページから引用

※上記の日数・組み合わせは一例です。ローリングストック
等で1週間分の非常食を蓄えておくとより安心です。
※1週間分の飲料水、また生活用水も備えましょう。飲料水
は一人1日3リットル×家族分の準備を。

家族の連絡先

氏　名 電話（携帯・自宅・勤務先等） 住　所 メ　モ

氏　名

家族の
救急用データ

生年月日 血液型 アレルギー 常備薬 病　歴

伝言の録音

伝言の再生

ダイヤルする
電話番号

伝言登録件数

利用可能電話

171 - 1 - 0××× - ×× - ××××（電話番号）

171 - 2 - 0△△△ - △△ - △△△△（電話番号）

録音時間 1伝言あたり30秒以内

電話番号あたり1～20件
※災害状況により、登録可能な件数は異なります。

固定電話、IP電話（050含む）、携帯電話、公衆電話
被災地域の人は自宅の電話番号を、または連絡をとりたい被災
地域の人の電話番号を市外局番からダイヤルしてください。

突然起きる災害のときに、大きな被害を受けやすいのは要配慮
者と呼ばれる人たちです。要配慮者とは、高齢者や子ども、障が
いのある人、妊産婦、乳幼児、外国人など配慮が必要な人たち
のことです。いざというときは地域のみんなで協力して要配慮
者を支援しましょう。

非常時こそ、不安な状況に置かれている人に優しく接すること
が必要です。困っている人や要配慮者には思いやりの心を持っ
て支援しましょう。

目や耳の不自由な人や外国人に向けた警報・避難方法が正し
く伝えられるのか、放置自転車などの障害物は無いかなど、日
ごろからの点検が大切です。

一人の避難行動要支援者＊に複数の住民が支援していくなど、
具体的な救援体制を決めておきましょう。隣近所での助け合い
がとても大切です。
＊要配慮者のうち、避難する際に特に支援が必要な方を避難行
動要支援者といいます。

あらかじめ支援者を決め、2人以上で
対応し、車いすや担架を使うほか緊急
時は背負って避難します。

まずは声をかけ、誘導するときは腕を貸して
ゆっくりと歩きます。
できるだけ状況を言葉にして伝えましょう。

孤立させないように話しかけます。
通じない場合は、やさしい日本語や身ぶ
り手ぶりで伝え、道順などは手で方向を
示します。

階段では２人以上で援助し、昇りは前向
き、降りは後ろ向きに移動します。
1人の時は背負って避難します。

お互いに顔が向き合う形で、大きく口を
動かし話しかけます。
伝わりにくい場合は、身ぶり・筆談で伝
えます。

災害のときに円滑な支援活動をするために、日ごろからコミュ
ニケーションをとっていることがとても大切です。

●がけにひび割れができる。
●小石がパラパラと落ちてくる。
●がけから水が湧き出る。
●湧き水が濁る。
●地鳴りがする。

●地面がひび割れたり陥没したりする。
●がけや斜面から水が噴き出す。
●井戸や沢の水が濁る。
●地鳴り・山鳴りがする。
●建物や樹木が傾く。
●亀裂や段差が発生する。

●山鳴りがする。
●急に川の水が濁り、流木が混ざり始める。
●腐った土の匂いがする。
●雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
●立木がさける音や石がぶつかり合う音が聞こえる。

集中豪雨や地震などにより地盤が緩み、抵抗力の低
下や浮石の抜け出しが生じて瞬時に斜面が崩れ落
ちる現象。突発的に起こり、崩れ落ちるスピードが速
いため、人家の近くで起きると逃げ遅れる人も多く、
死者の割合が高い。

比較的緩やかな斜面において、地中の滑りやすい層
（粘土・泥岩などを含む地層)の地盤が地下水の影響
などを受けて、ゆっくりと動き出す現象。一度に広い
範囲が動くため、ひとたび発生すると人家、道路、田
畑などに大きな被害を及ぼしたり、川をせき止めて
洪水等を引き起こす原因になることもある。

渓流に貯まった土砂が、長雨や集中豪雨などによっ
て一気に下流へ押し流される現象。時速20km～
40kmと自動車なみの速度で流れ、破壊力がとても
大きいため、人家や田畑を押し流し大きな被害をも
たらす。

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域は、土砂災害防止法※に基づき、都道府県が指定しています。

土砂災害が発生した場合に、住民等の生命
または身体に危害が生ずるおそれがある
と認められる区域。
危険の周知、警戒避難体制の整備が行わ
れます。

土砂災害が発生した場合に、建築物に損壊が生じ住
民等の生命または身体に著しい危害が生ずるおそ
れがあると認められる区域。
特定の開発行為に対する許可制、建築物の構造規制
等が行われます。

土砂災害の危険が迫ったときには、すばやく避難することが大切です。
いつもと違う大雨が降っているときには、避難準備をし、いつでも避難できるようにしてください。
以下のような事象はすでに土砂が流れ出ている可能性がありますので、
垂直避難など命を守るための避難を開始してください。

1． 上記の土砂災害の前兆現象に注意し、すぐに避難する。
2. 土石流やがけ崩れの起こる方向に対して横方向に避難
（①水平避難）する。
3. 大雨の中など外へ避難を行うのが危険と感じる時は、自
宅2階以上の山の反対側の部屋や堅固な建物の上階へ避
難（②垂直避難）することも考慮する。

4. 土砂災害警戒情報が発表された場合は、すぐに避難する。
5. 記録的短時間大雨情報が発表された場合は、早めに避難
する。

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

すでに安全な避難ができず、命が危険
な状況。いまいる場所よりも安全な場
所へ直ちに移動等しましょう。

過去の重大な災害の発生時に匹敵す
る状況。この段階までに避難を完了し
ておきましょう。台風などにより暴風が
予想される場合は、暴風が吹き始める
前に避難を完了しておきましょう。

避難に時間を要する人（高齢者、障が
いのある人等）とその支援者は避難を
しましょう。その他の人は、避難の準備
を整えましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル

台風や集中豪雨により、数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

震度6弱以上または長周期地震動階級４の大きさの地震動が予想される場合
(緊急地震速報(震度6弱以上または長周期地震動階級4)を特別警報に位置づける)

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により暴風が吹くと予想される場合

現象の種類 基　準

【東金市が発令】

【東金市が発令】

【東金市が発令】

【気象庁が発表】

【気象庁が発表】

数十年に
一度の大雨

大雨の数日～
約一日前

大雨の半日～
数時間前

大雨の数時間
～2時間程度前

警戒レベル相当情報（例）

L字金具や支え棒などで固定する。
二段重ねの場合はつなぎ目を金具で
しっかり連結しておく。

転倒防止器具で壁に固定する。

不安定な屋根のアンテナや、屋根瓦は補強し
ておく。

ボンベを鎖で壁に固定しておく。

土中にしっかりとした基礎部分がないもの、鉄
筋が入っていないものは、危険なので補強す
る。ひび割れや鉄筋のさびも修理する。

植木鉢などの整理整頓を。
落ちる危険がある場所には何も置かない。

飛散防止フィルムを貼る。

脚にピアノ用の転倒防止器具を。 できるだけ低い位置に固定して置く
（家具の上はさける）。

L字金具などで固定し、棚板には滑りにくい材質
のシートやふきんなどを敷く。重い食器は下に、軽
い食器は上の方に置く。
扉が開かないように止め金具をつける。

チェーンと金具を使って数箇所止める。
蛍光灯は蛍光管の両端を耐熱テープで止
めておく。

あらかじめ設定した震度以上の地震が発
生した場合に、自動的に電気の供給を遮
断しますので、電気による出火防止に効
果的です。

ポリ袋に水を入れたもので、段ボールなどと
組み合わせることで防水壁として土のうの
代用ができます。

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れ
やすい。
家具の下に小さな板などを差し込んで、
壁や柱によりかかるように固定する。
また、金具や固定器具を使って転倒防止
策を万全に。

部屋が幾つもある場合は、人の出入りが少ない部屋に家具をまとめて置く。
無理な場合は、少しでも安全なスペースができるよう配置換えする。

大地震が発生した際には、多
数の火災が発生し、多くの人が
命や財産を失っています。
地震火災の原因の多くは電気
が関連しており、電気機器など
（電気ストーブ、電気コンロな
ど）の転倒による出火や、電気
復旧時における通電火災（破
損した電気コードのショートに
よる出火など）があります。こ
のような電気火災を防ぐため、
感震ブレーカーなどを設置し
ましょう。

就寝中に地震に襲われると子どもや
お年寄り、病人などは倒れた家具が
凶器や妨げとなってケガや逃げ遅れ
る可能性があります。

玄関などの出入口までの通路に、家
具など倒れやすいものを置かない。
また、玄関にいろいろものを置くと、
いざというときに、出入口をふさい
でしまうことも。

普段から少し多めに食材、加工品を買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食料を家に備蓄しておく方法をローリングストックといいます。
ローリングストックのポイントは、日常生活で消費しながら備蓄することです。また、食料だけでなく、日常使いできる生活用品（ウェットティッシュ、カセットコンロ、カセットボンベ、乾
電池、使い捨てカイロなど）にも応用することができます。

冷蔵庫に食材を買い置きし、冷
凍庫にもご飯や食パン、野菜、
冷凍食品等の備蓄を。

食パンや野菜等は自然解
凍により食べる事も可能。

氷は溶かして飲料水とし
て活用も可能。

1ヶ月で約15本必要
（1日30分使用の場合）。

カセットボンベ1本で約60
分使用可能。

停電時、クーラーボックスや保
冷剤等を活用して食材の保存を。

停電時等、冷蔵庫の食材や非常
食を調理するために必須。

ミネラル・食物繊維
の補給を。

伝統的な保存方法で。

ゆで時間の短いものを。

庭やベランダ等も
活用して菜園を。

スープ類は食欲が無い
時でも摂取可能。

野菜や果物の缶詰で栄養を。

定期的（1ヶ月に1、2度）に食べ
て、食べた分を買い足し備蓄し
ていく方法。食べながら備える
ため、消費期限
が短い食品等も
非常食として扱
えます。

次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなし、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたっ
てほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出される、線状に伸びる長さ50～300km程度、
幅20～50km程度の強い降水域のこと。

この情報が発表されたときは、土砂災害や浸水害、中小河川の洪水災
害の発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しており、
特に崖や川の近くなど、危険な場所にいる人（土砂災害（特別）警戒区
域や浸水想定区域など、災害が想定される区域にいる人）は、避難情報
を確認し、発令されている避難情報に従い、直ちに適切な避難行動を
とってください。周りの状況を確認し、避難場所への避難がかえって危
険な場合は、少しでも崖や沢から離れた建物や、少しでも浸水しにくい
高い場所に移動するなど、身の安全を確保してください。避難情報が
発令されていなくても、今後、急激に状況が悪化するおそれもありま
す。危険を感じた場合には、自ら安全な場所へ移動する判断をしてくだ
さい。

バケツをひっくり返したような激
しい雨。道路が川のようになる。

どしゃ降り。乗車時、ワ
イパーを速くしても見
づらい。

ザーザーと降る。雨の音
で話し声が良く聞き取れ
ない。

滝のように降り、あたりが水しぶき
で白くなる。傘は全く役に立たなく
なる。

息苦しくなるような圧迫感があ
り、恐怖を感じる雨。車の運転は
危険。

風に向かって歩きにくくな
る。傘がさせない。

風に向かって歩けなくなり、転倒す
る人も出る。看板やトタン板が外れ
始める。

何かにつかまっていないと立って
いられない。車を通常の速度で運
転することが困難になる。

屋外での行動はきわめて危険。多くの樹木
が倒れる。電柱や街灯で倒れるものがある。
ブロック壁で倒壊するものがある。

大雨による土砂災害や浸水害が発生するおそれがあると予想される場合に発表する。

大雨による重大な土砂災害や浸水害が発生するおそれがあると予想される場合に発表する。

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合、特に警戒すべき事項を標題に明示して
「大雨特別警報（土砂災害）」、「大雨特別警報（浸水害）」又は「大雨特別警報（土砂災害、浸水害）」のように発表する。

風速15m/秒以上の半径 最大風速（m/秒）

暖かく湿
った空気

山や
前線
に

ぶつ
かり
上昇

上空の風に流され移動

おりものシート、生理用品

おもちゃ、お菓子

オムツ、液体ミルク、常備薬、おしりふき、
離乳食、使い捨て哺乳瓶

フード、水、トイレ用品（シート、猫砂など）、予備
の食器、嗜好品、ケージ、キャリーバック、首輪

（とっさの場合に持ち出せるように準備しましょう）

（少なくとも3日は自力で生活できるように準備しましょう）
（ファスナー付ビニールケースに入れておくと防水にもなります）

memo

大きさ 強さ

NTTでは、災害発生時に、被災地への通話がつながりにくい状況の
場合、被災地内の安否等の情報を音声で録音、再生する「災害用伝
言ダイヤル」を設置します。　

土砂災害警戒情報を補足する詳細な危険度情報を
提供しています。

避難情報やJアラートなどの防災情報、防犯情報、
その他行政情報を配信します。 ※登録要

東金市の防災や行政に関する情報を公共施設等に
ある屋外拡声子局(スピーカー)で放送します。

スマートフォンアプリLINEの市公式アカウントです。
防災・防犯、ごみ、子育てなど、暮らしに役立つ情報を
プッシュ通知でお知らせしています。

地図面に掲載している市内の危険箇所や避難所などをインターネット上で確認できます。

東金市の公式ホームページです。

市の防災情報や防災行政無線の放送内容を発信し
ています。

大雨による災害発生の危険度の高まりを地図上で
確認できる「危険度分布」を確認できます。

最新の雨量・水位情報をお知らせします。

サービスエリア内で発生している停電情報をお知らせ
します。

全国の避難所等の情報を収集し、現在地周辺の避難所
を検索して、道順を案内する災害時用ナビゲーションア
プリです。
また、道案内のほか、現在地に連動した「防災情報」の
プッシュ通知が可能です。
開発元：ファーストメディア株式会社

「東金市防災メール」を受信できない方に電話機等（固
定電話及び携帯電話等のモバイル端末）やファクス機
に避難情報等を架電します。 
※対象者限定、申請要

防災行政無線の放送内容が聞き取りにくかった場合、放送内容を電話(自
動音声)で聞くことができます。

電話番号は0475-50-1188です。
※通話料は利用者の負担となりますのでご了承ください。

災害用伝言
ダイヤルとは？

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

避難情報等 防災気象情報 気象状況

大雨特別警報
氾濫発生情報 等

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報 等

大雨警報
洪水警報

氾濫警戒情報 等

警戒レベル5相当情報

警戒レベル4相当情報

警戒レベル3相当情報

その他備蓄しておくと良いもの

30以上～50未満20以上～30未満10以上～20未満 50以上～80未満 80以上～

10以上～15未満 15以上～20未満 20以上～30未満 30以上

女性の場合

子どもがいる家庭

乳幼児・高齢者がいる家庭

ペットがいる家庭

タンス・本棚

照明

ピアノ

食器棚

冷蔵庫

テレビ

ベランダ

窓ガラス

簡易水のう

屋根

プロパンガス

ブロック塀・門柱

感震ブレーカー

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊） 地すべり 土石流

がけ崩れの前兆現象 地すべりの前兆現象 土石流の前兆現象
積乱雲が
発生

列になって
次々と発生

移動しながら発達し、
長時間雨を降らせる

500km以上～800km未満

800km以上～

33m/秒以上～44m/秒未満

44m/秒以上～54m/秒未満

54m/秒以上～

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

強い

非常に強い

猛烈な

高齢者・病人

目の不自由な人

耳の不自由な人

車いす利用者

旅行者・外国人

●「特別警報」とは、警報の発表基準をはるかに超える大雨等が予想され、重大な災害の起こるおそれが
著しく高まっている場合に発表し、最大級の警戒を呼びかけるものです。

●特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度の、これまでに経験したことのないような、
重大な危険が差し迫った異常な状況にあります。

大　雨

暴　風

暴風雪

大　雪

地震（地震動）

●家具等の転倒・落下・移動防止対策
　を行う。

●防火対策器具（消火器・住宅用
　火災警報器等）を備える。

●避難グッズを準備する。

●家具等の転倒・落下・移動防止対策
　を行う。

●防火対策器具（消火器・住宅用
　火災警報器等）を備える。

●避難グッズを準備する。

●各関係機関が連携した災害対応力の
　充実強化を図る。

●自助、共助に対する支援を行う。

●各関係機関が連携した災害対応力の
　充実強化を図る。

●自助、共助に対する支援を行う。

●区、自治会等で防災訓練を実施し
　地域の防災力向上を図る。

●地域に住む要配慮者を支援する
　ための協力体制をつくる。

●区、自治会等で防災訓練を実施し
　地域の防災力向上を図る。

●地域に住む要配慮者を支援する
　ための協力体制をつくる。

非常時の連絡先などをメモしておくページです。 
事前に電話番号などの情報を記入しておきましょう。
非常時の連絡先などをメモしておくページです。 
事前に電話番号などの情報を記入しておきましょう。

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域

突発的に発生し、すさまじい破壊力で一瞬にして多くの生命や財産を奪ってしまう土砂災害は、大きく3種類に分けることができ
ます。

（通称：イエローゾーン） （通称：レッドゾーン）

洪水や土砂災害、河川の氾濫などの際に、5段階の「警戒レベル」を用いて、避難情報を発令します。
警戒レベル3【高齢者等避難】や警戒レベル4【避難指示】が発令された際には、危険な場所から速やかに避難行動をとりましょう。

ローリングストック

特別警報の発表基準

非常時持ち出し品

備蓄品まとめておきたい大切な物

冷蔵庫・冷凍庫の食材を活用 ローリングストックで備蓄した非常食を活用

その他のアイデア

避難するときに最初に持ち出すのが「非常時持ち出し品」。災害直後から混乱が収まるまでの数日間、自給自足す
るための物資が「備蓄品」です。以下は一例です。特に「非常時持ち出し品」は、持って逃げられる量にしましょう。

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大
雨を、観測（地上の雨量計による観測）したり、解析
（気象レーダーと地上の雨量計を組み合わせた分
析：解析雨量）したりしたときに発表されます。

日本には毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、大きな被害をもたらすことがあります。
台風の接近が予想される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

災害のとき援護が必要な人に優しく接しよう

家の中に逃げ場としての安全な空間をつくる

台風の大きさと強さの目安

寝室、子どもやお年寄りのいる部屋には家具を置かない

安全に避難するため、出入口や通路にものを置かない

家具の転倒を防ぐ

電気火災発生の防止

要配慮者になったつもりで防災環境の点検を

避難するときはしっかり誘導する

困ったときこそ温かい気持ちで

日ごろから積極的なコミュニケーションをとりましょう

土砂災害
から身を
守るために

大雨情報をキャッチ！ こんなときのわが家の安全対策

これらは、住民が自主的に
避難行動をとるために
参考とする情報です。

災害用伝言ダイヤル（171）の使い方

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

市が発令する避難情報と国や県が発表する防災気象情報

特別警報

雨の強さと降り方 （単位：mm/時）

自助・共助・公助の連携

要配慮者のために

家の中の安全対策

家具の転倒、落下を防ぐポイント

家の周囲の安全対策

備蓄品および非常時持ち出し品

ローリングストック

土砂災害の種類

イエローゾーン・レッドゾーン

避難行動のポイント

台風

風の強さと吹き方 （平均風速：m/秒）

線状降水帯とは 記録的短時間大雨情報とは

大雨注意報
大雨警報

大雨特別警報

気象・防災情報

千葉県
土砂災害警戒情報システム

東金市防災メール

東金市防災行政無線

東金市LINE公式アカウント

東金市WEB版ハザードマップ

東金市ホームページ

消防防災課公式X
（旧Twitter）

気象庁「キキクル」
(危険度分布)

千葉県防災ポータルサイト
(雨量・水位情報)

東京電力パワーグリット
（停電情報）

スマートフォンアプリ
「防災情報 全国避難所ガイド」 東金市

避難情報等架電サービス

わが家の防災メモわが家の防災メモ

風水害等に備えて風水害等に備えて避難に関する情報避難に関する情報

わが家の防災対策わが家の防災対策 備蓄品および非常時持ち出し品備蓄品および非常時持ち出し品地域の防災対策地域の防災対策インターネット等を利用した防災情報の取得についてインターネット等を利用した防災情報の取得について

令和7年版保存版

東金市東金市

※避難先は避難所に行くことだけではなく、親戚や知人宅など、ご自宅・ご自身の事情に合った避難先を決めましょう。
　また、避難先までの安全な経路もあわせて「ハザードマップ」で確認しましょう。

※ハザードマップ上で、災害が想定される区域外であっても、雨の降り方など災害状況によっては、災害が発生する可能性は
　あります。ご注意ください。

自分が避難する避難先を決めましょう

「自宅」が、災害想定される区域に入っていないか確認しましょう

令和7年3月発行
東金市　総務部　消防防災課　☎0475-50-1226

洪水・土砂
ハザードマップ
洪水・土砂
ハザードマップ

右のマークは音声コ
ード「Uni-Voice」
です。スマートフォン
アプリ等で読み取る
と、内容を音声で聞
くことができます。


